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第1333回例会
会長　藤 掛 靖 元
幹事　伊 石 佳 高

本日の卓話

今後の卓話予定

「ロータリー物語」
	 	 	 長沼・海内両地区職業奉仕副委員長

10/23	 「私のひとり言」	 学校法人 立教学院理事長　糸魚川　順様
10/30	 「更に進化する日米関係 ─ 新しい駐日大使をお迎えして」	
	 	 	 オレゴン州駐日代表　目代　純様
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　2013ー 2014年度テーマ
R . I . テ ー マ	 「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」
	 	 R . I . 会 長	 ロン D・バートン
	 	 地区ガバナー	 吉 　田　建　二
クラブテーマ	 「参加し行動しよう」	
	 	 クラブ会長	 藤 　掛　靖　元

会長報告＜藤掛会長＞
・最近、被災地の方の気持ちが大きく変わっ
てきていることを感じます。それは「この
惨事を風化させてはいけない。この事実を
後世に伝えてゆきたい。」と言うことで
す。当時は私もとてもカメラを向けられる
状態ではありませんし、ボランティア活動
をするにあたっても、現地の方の気持ちを
考え写真はご遠慮ください、との注意を受
けました。

　しかし、昨年の夏に農家の支援で岩手県大
槌町（釜石の北）へ行った時の事です。被
災した建物などを案内してくれた女性の方
から「どんどん写真を撮って下さい。皆さ
んが東京に戻られたら見聞きしたことを

語って下さい。」と言うのです。復興が進
むにつれ津波の恐ろしさを刻んだ建物はど
んどん撤去されてゆきます。そして時の経
過と伴に人間の記憶は風化されて行きま
す。「この津波の恐ろしさを風化させては
いけない。この事実を後世に伝えて行かな
ければいけない。」その気持ちをひしひし
と感じました。被災した方々の変わりゆく
感情を真摯に受け止め、年を経るごとに変
わって行くであろうその感情、気持ちに寄
り添ってゆく事が大切だと思います。そし
て今私は皆さまにその事実を語っておりま
す。被災地を訪問する我々外部の人間がそ
の事実を語ることも間接的な復興支援であ
ると思い話をさせていただきました。

前回（10/9　1332 回例会）の記録

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

東日本大震災で被災された皆様に一日も早い平和と復興がおとずれますように
お祈り申しあげます。このような時こそ、我々ロータリアンは『五大奉仕』を実行・
実践しましょう。明日の日本と世界はみんなの手の中に！

	 45 名	 3 名	 ３名	 38 名	 3 名	 92.68％	 1330 回例会修正　欠席 1名・出席率 97.50％

◆ゲスト	 ２名	 　株式会社企業変革創造　代表　藤田　聰 様
		  　米山留学生　モハマド・アズ・リンダ 様
◆ビジター	 １名	 東京上野RC　丸山　進 様



幹事報告＜伊石幹事＞
・10月12日㈯〜13日㈰は本年度のメイン事業で
ある復興市です。会員全員のご参加をお願い

致します。尚、12日、12日の夜の懇親会、13日
いずれかのご出席にてメーキャップの対象と
させて頂きます。

2013年〜2014年度　「第1回炉辺会合のご案内」

本年度第 1回の炉辺会合を以下の通り実施さ
せて頂きます。今回は、東京浅草中央ロータ
リークラブ会員心得の No.10に基づき、ロー
タリーの起源について少々学びたいと思いま
す。我がクラブの財産として「ロータリーの
源流」が有ります。これは、我がクラブのバ
イブルの様な書籍ですが、今回は「ロータリー
の歴史を学ぶ」と言う観点から、その導入部
分であるロータリーの源流⑴を学び、参加い
ただき、自由闊達な討論を交わし、親睦を深
めたいと思います。

炉辺会合の報告会は 11 月 20 日例会となって
いますので、10 月 21 日㈪～ 11 月 8 日㈮の
期間に開催して下さい。

A グループ
◎浜中　○後上　岩戸　海内　原田　永井　
長沼　藤掛　松崎	 9 名

B グループ
◎潮田　○岩田　上原　中村　山尾　吉田　
井田　大塚　笹生　松本	 10 名

C グループ
◎太田　○高木　植木　田村　藤田　宮村　
小林（博）　本　馬場	 ９名

D グループ
◎矢野　○立野　斎藤　小林（雅）　渡辺　
上野　関原　柘　長島	 ９名

E グループ
◎小池　○折原　古谷　尾泉　天笠　伊石　
加藤　園部	 ８名

◎＝グループリーダー　　○＝書記
＊各グループリーダーは、日時・場所が決ま
り次第、原田まで連絡を下さい。

委員会報告

＜社会奉仕委員会　上野委員長＞

・今週末に予定されている東北復興市に是非

ともご参加下さい。10月12日㈯〜13日㈰で

す。なお、明日10日の東京新聞に復興市の

記事が載るそうです。

＜岩田米山奨学生カウンセラー＞

・米山奨学生のリンダさんに10月の奨学金を

授与させて頂きます。今日の例会の食事は

和食ですが、リンダさんは和食が大好物

で、和食を食べると元気になるそうです。

今日も完食でした。

＜親睦活動委員会　浜中委員長＞

・12日懇親会、ゴロゴロ茶屋はゴロゴロ会館

と違います。浅草木馬館の隣りになりま

す。本日地図が入っておりますので、確認

お願い致します。



ニコニコボックス

＜藤掛、伊石＞

・藤田聰様、本日の卓話宜しくお願い致しま

す。

＜関原、宮村、太田、上原、古谷、海内、藤田、

山尾＞

・本日の卓話「日本が危ない！　−能力の劣

化とその処方箋」、株式会社企業変革創造

代表　藤田聰様宜しくお願い致します。

＜天笠、中村、井田、山尾＞

・内村航平選手、史上初世界体操個人総合

Ｖ４おめでとう。加藤凌平選手とともに金

銀独占。

＜天笠、原田＞

・楽天田中投手、開幕24勝０敗シーズン終了。

ヤクルト バレンティン選手、リーグ本塁

打60本。両選手プロ野球初の快挙、おめで

とうございます。

＜松崎＞

・暫くぶりの出席です。皆さん御元気で何よ

りです。

＜植木＞

・ビューホテル様、岡崎様、５日の浅草酒祭

りでは大変お世話になりました。

＜長沼＞

・東京商工会議所の議員選挙で、台東区の梶

原徳二氏が高得点で当選致しました。投票

券をご協力頂きました会員の皆様、ありが

とうございました。

＜永井＞

・100％出席の表彰をして戴きまして誠にあ

りがとうございました。

＜松崎、笹生＞

・お誕生日のお祝いをして戴き、有難うござ

いました。

“ 誕生祝 ”に感謝！
　そこで吉例「歌うニコニコ」
ハッピーバースデー・アンサーソング

「浅草の佃煮屋さん」

♪淺草のはずれの　佃煮屋さんは

　今年 70（歳）の　お爺さん

　古稀を迎えても　佃煮煮る時は

　元気いっぱいザル上げる

　ソレ　真心込めて　釜上げる

作詞・歌唱　笹生　淡水



＜今週担当　園部容弘＞

「日本が危ない！ ─ 能力の劣化とその処方箋」

株式会社企業変革創造　代表

藤　田　　　聰　様

１．能力とは
　行動習慣である。

２．能力の構造
　ビジネスにおける基礎力と専門力からなっている。

３．能力開発の手順
　①　現場による業務過程能力
　②　対人関係能力
　③　概念化能力

４．能力の劣化と二極分化
　ビジネス能力は 10 年間で 10％程下がってきた。

５．能力向上への処方箋とは
　成果を出す土台であるビジネス基礎能力（仕事力）はここ 10 年間で劣化
してきた。
　相関分析を行った結果、構成要素である 10 の能力項目からビジョン策定・
概念化能力が最も相関関係が強く、影響度が高いことが判った。
　つまり、ビジョンの得点の低下が、仕事力の低下へと繫がっている。
　自律した組織が求められる時代、ビジョンが能力開発のエンジンであり、
ビジョンを中核とした概念化能力を磨くことが世代を問わず求められている。
　成果主義の時代、成果に直結する専門力（アプリケーション）に目が向く
が、それと同時に土台となる基礎力（OS）重要性を再認識すべきである。

時代を超えて、結局のところ、志を持った人は強い。

卓　話


